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上富田町の平成３０年度決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率を公表します

『地方公共団体の財政の健全化に関する法律（地方財政健全化法）』第３条第１項及び第２２条第１項の規定に

より、平成３０年度決算に基づく上富田町の健全化判断比率および資金不足比率について公表します。 

１．上富田町の財政は健全なのかどうかを判断する指標があります

地方財政健全化法では、自治体を次の３つに分類します。

　　◎財政が比較的健全な自治体

　　◎早期の財政健全化が必要な自治体 （早期健全化団体。指標のどれか１つでも早期健全化基準を上回る場合）

　　◎財政の再生が必要な団体 （財政再生団体。指標のどれか１つでも財政再生基準を上回る場合）

３つに区分する判断は、以下の４つの指標でもって行います。

　　①実質赤字比率 ・・・・・・・ 一般会計等の赤字の割合。15％が早期健全化基準です。

　　②連結実質赤字比率 ・・・・・・・ 上富田町の全ての会計を合計した赤字の割合。20％が早期健全化基準です。

　　③実質公債費比率 ・・・・・・・ 上富田町の全ての会計の借金返済額と、町の加入する一部事務組合等の

　　    借金返済のうち町が負担すべき額の合計の割合。25％が早期健全化基準です。

　　④将来負担比率 ・・・・・・・ 上富田町が将来負担すべき負債の割合。350％が早期健全化基準です。

　　さらに、公営企業（水道など）については、それぞれの事業ごとに資金不足比率を計算します。

　　⑤資金不足比率 ・・・・・・・ 公営企業会計ごとの資金不足額の割合です。20%が経営健全化基準です。

　 上富田町の場合、全ての指標が早期健全化基準、経営健全化基準を下回っており、財政は比較的健全です。

　 しかし、上富田町の財政状況が厳しいことには変わりなく、今後、地方債の元利償還金が増加していくことが予想されること

から、更なる行財政改革を行うなど、未来につながる健全な財政運営に取り組んでまいります。

２．健全化判断比率には、悪化した指標もありますが、健全な状態です

①実質赤字比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー （赤字なし）

財政再生団体 早期健全化
団体 健全団体

●（H29）

●（H30）

財政再生団体 早期健全化
団体 健全団体

（H29）●

（H30）●

実質赤字がなく黒字のため「－」表示となりました。

なお、黒字は50,518千円で、1.30％となります。 

③実質公債費比率　　　　　　　　　　　　　　　　　  14.1%

３．資金不足比率について、全ての会計で健全な状態です

実質公債費比率は「14.1％」となりました。29年度の 

13.1％と比べ悪化しましたが、基準よりは下です。 

20％ 15％ 赤字　黒字

30％ 25％ 0％

②連結実質赤字比率　　　　　　　　　　　　ー （赤字なし）

財政再生
団体

早期健全化
団体 健全団体

●（H29）

●（H30）

早期健全化団体 健全団体
●（H29）

●（H30）

連結実質赤字がなく黒字のため「－」表示となりました。 

なお、黒字は982,087千円で、25.45％となります。

④将来負担比率　　　　　　　　　　　　　　　　　  78.3%

将来負担比率は、「78.3％」となりました。29年度の

90.0％と比べ改善しました。基準よりは大きく下です。

30％ 20％ 赤字　黒字

350％ 0％

特 別 会 計 の 名 称 ⑤資金不足比率 ⑤資金不足比率

水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

経営健全化
基準

－（資金不足なし）

－（資金不足なし）

－（資金不足なし）

－（資金不足なし）

20.0％

20.0％

特 別 会 計 の 名 称

農業集落排水事業

宅　地　造　成　事　業

経営健全化
基準

20.0％

20.0％

※対象となる全ての特別会計で資金不足額がないため（「黒字」の状態）、資金不足比率は「－」表示となります。 

※　全ての図で、左に行けば行くほど悪い状態です。
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令
和
元
年
11
月
5
日
か
ら
、

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、
住
民

票
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
通
知
カ
ー
ド
）
に
「
旧
氏
（
旧

姓
）」
を
併
記
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
旧
氏
（
旧
姓
）
と
は
、
そ
の

人
の
過
去
の
戸
籍
上
の
氏
の
こ

と
で
す
。

　
氏
は
そ
の
人
に
か
か
る
戸

籍
、
ま
た
は
除
か
れ
た
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
記
載
で
き
る
旧
氏
（
旧
姓
）

　
旧
氏
（
旧
姓
）
を
初
め
て
記

載
す
る
際
は
、
戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
過
去
の
氏
か
ら
一
つ

を
選
ん
で
併
記
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
一
度
記
載
し
た
旧
氏
（
旧
姓
）

は
、
婚
姻
等
に
よ
り
氏
が
変
更

さ
れ
て
い
て
も
そ
の
ま
ま
記
載

で
き
ま
す
。
　

　
旧
氏
（
旧
姓
）
は
他
市
区
町

村
に
転
入
し
て
も
引
き
続
き
記

載
で
き
ま
す
。

◆
申
請
方
法
　
　
　
　
　
　
　

　
旧
氏
（
旧
姓
）
が
記
載
さ
れ

て
い
る
戸
籍
謄
本
等
か
ら
現
在

ま
で
つ
な
が
る
戸
籍
謄
本
を
持

参
し
て
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
区
町
村
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
書
類

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　（
顔
写
真
付
き
）

　
通
知
カ
ー
ド

※
通
知
カ
ー
ド
持
参
の
場
合
は

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書

類
も
必
要
で
す
。

　
制
度
の
内
容
や
申
請
方
法
な

ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　（
①
番
窓
口
）

　
☎ 

４
７
‐
０
５
５
０

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付
は
受
け
て
い
な
い

が
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
に
対
し
て
、

所
得
税
・
町
県
民
税
の
障
害
者

控
除
を
受
け
る
た
め
の
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
申

請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
認
定
の
区
分

　
申
告
の
対
象
と
な
る
年
の
12

月
31
日
（
基
準
日
）
で
の
状
態

で
判
断
さ
れ
る
た
め
、
基
準
日

に
有
効
で
あ
る
介
護
認
定
結
果

の
認
定
調
査
票
と
主
治
医
意
見

書
の
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
（
寝
た
き
り
度
）」
と

「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
（
認
知
度
）」
を
基
に

判
定
を
行
い
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
障

害
者
控
除
認
定
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
印
鑑
・
介
護
保
険
証

を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
住
民
生

活
課
介
護
保
険
係
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
認
定
書
発
行
に
係
る

申
請
は
毎
年
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願

い
ま
す
。

問 

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ

（
②
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付
に
つ
い
て

住
民
票
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
旧
氏
（
旧
姓
）

が
併
記
で
き
ま
す

住
民
票
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
旧
氏
（
旧
姓
）

が
併
記
で
き
ま
す

「障害の程度」と「寝たきり度」・「認知度」の対応表

控除の種類

特別障害者控除

知的障害者（軽度）に準ずる者

知的障害者（中度）に準ずる者

身体障害者（３級～６級）に準ずる者

知的障害者（重度）に準ずる者

身体障害者（１級・２級）に準ずる者

認知度Ⅱ
認知度Ⅲ
寝たきり度 A1・A2
認知度Ⅳ・M
寝たきり度 B1・B2・C1・C2

障害の程度 「寝たきり度」・「認知度」の段階

障 害 者 控 除
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は合同滞納整理強化月間
　町税は、町づくりを支える大切な資源です。町では、納期限内に納付された皆さんとの公平を保ち、滞納の解消

を図るために、県や和歌山地方税回収機構と協力し、合同滞納整理強化月間として税収確保に取り組みます。

　税金を滞納したまま放置すると、法律に基づき滞納者の意思に関わりなく、給与や不動産など財産の差し押さえ

や公売などの滞納処分を受けることになりますので、納期限内に納付してください。

　日中仕事の都合等で役場に来られない方は、事前に役場税務課までご相談ください。　　　　

　状況に応じて、時間外でも納税相談に応じさせていただきます。

１１月１２月

税務課　収納グループ（④番窓口）　☎０７３９‐３４‐２３７１問

時間外の納税相談について

問田辺税務署　法人課税第１部門　☎　０７３９-２２-１２５０

1

の開催について
①消費税軽減税率制度説明会
②源泉所得税の年末調整説明会

田辺税務署からのお知らせ

　消費税軽減税率制度説明会及び年末調整説明会を下記のとおり開催いたしますので、

是非ご出席ください。

日　時： 令和元年11月19日（火）

 ① 午後1時 ～ １時５５分（消費税説明会） 

 ② 午後２時 ～ 4時３０分（年末調整説明会）

場　所： 西牟婁郡上富田町朝来758-1　上富田文化会館　文化ホール

2

日　時： 令和元年11月28日（木）

 ① 午後1時 ～１時５５分（消費税説明会） 

 ② 午後２時 ～４時３０分（年末調整説明会） 

場　所： 田辺市新屋敷町１ 　紀南文化会館 小ホール
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
上
富
田
町
・
白
浜
町
・
す
さ

み
町
で
西
牟
婁
地
域
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
各

町
毎
月
１
回
、
専
門
の
相
談
員

が
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

●
相
談
窓
口

◆
上
富
田
町

　
日
　
時:

毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
場
　
所:

上
富
田
町
役
場

◆
白
浜
町

　
日
　
時:

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
場
　
所:

白
浜
町
役
場

◆
す
さ
み
町
　

　
日
　
時:

毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
場
　
所:

す
さ
み
町
総
合
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

※
開
設
日
時
以
外
は
、
役
場
総
務

政
策
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
開
設
日
が
休
日
等
の
場
合
は
、

　
翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

●
開
設
時
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
１
８
８

※
開
設
時
間
帯
は
、
開
設
窓
口
の

町
役
場
担
当
課
に
繋
が
り
ま
す
。

問 

総
務
政
策
課

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

（
⑦
番
窓
口
）

　
☎ 

３
４
‐
２
３
７
０

　
こ
の
度
、
ひ
ょ
う
た
ん
せ
ん

ぱ
い
を
あ
し
ら
っ
た
「
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
」
と
「
ウ
ィ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
」

が
完
成
し
、
販
売
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ウ
ェ
ア
は
、
町
民
の

皆
様
に
少
し
で
も
「
ひ
ょ
う
た

ん
せ
ん
ぱ
い
」
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
に
製
作
し
ま

し
た
。

　「
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」
は
、
価
格
が

１
枚
４
，０
０
０
円
（
税
込
）
で
、

デ
ザ
イ
ン
は
４
種
類
か
ら
、
色

は
17
色
か
ら
、
サ
イ
ズ
は
Ｘ
Ｓ

～
３
Ｘ
Ｌ
ま
で
の
７
種
類
か
ら

お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
方
、「
ウ
ィ
ン
ド
ブ
レ
ー

カ
ー
」
は
、
価
格
が
１
枚
４
，

５
０
０
円
（
税
込
）
で
、
デ
ザ

イ
ン
は
４
種
類
か
ら
、
色
は
11

色
か
ら
、
サ
イ
ズ
は
Ｓ
～
２
Ｘ

Ｌ
ま
で
の
５
種
類
か
ら
お
選
び

い
た
だ
け
ま
す
。

　
複
数
枚
注
文
い
た
だ
く
と
、

割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
注
文
、
お
問
い
合
わ
せ
は

上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
（
一
社
）
南
紀
ウ
エ
ル

ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
に
て

承
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
で
ご
着
用
い
た
だ
き
、

ひ
ょ
う
た
ん
せ
ん
ぱ
い
の
Ｐ
Ｒ
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

（
一
社
）
南
紀
ウ
エ
ル
ネ
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

☎
４
７
‐
０
１
８
８

E
-
m

a
i
l
 

w
a

k
a

y
a

m
a

.
s
p

o
r
t
s
.t

o
u

r
i
s
m

1
1

1
6

@
g
m

ail.co
m

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設
中

◆
受
験
資
格

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
日
本
国
籍
を
有
す
る
、
令
和

２
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上

17
歳
未
満
（
平
成
15
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
者
）
の
男
子

で
、
中
学
校
卒
業
者
又
は
中
等

教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

（
令
和
２
年
３
月
に
中
学
校
卒
業

又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
見
込
み
の
者
を
含
む
）

※
推
薦
受
付
に
つ
い
て
は
、
対

象
要
件
を
満
た
す
者
で
、
か
つ
、

学
校
長
の
推
薦
が
必
要
で
す
。

②
自
衛
官
候
補
生
（
11
月
試
験
）

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊

法
第
38
条
第
１
項
の
規
定
に
該

当
し
な
い
者
で
、
採
用
予
定
月

に
お
い
て
、
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
者
（
32
歳
の
者
に
あ
っ
て

は
、
採
用
予
定
月
の
１
日
か
ら

起
算
し
て
３
月
に
達
す
る
日
の

翌
月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達

し
な
い
者
）

※
採
用
予
定
月
は
、
受
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

【
推
薦
】

　
11
月
１
日
（
金
）
か
ら

　
11
月
29
日
（
金
）
ま
で

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

【
一
般
】

　
11
月
１
日
（
金
）
か
ら

令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）
ま
で

③
自
衛
官
候
補
生
男
子

　
11
月
15
日
（
金
）
ま
で

◆
試
験
日
、
試
験
会
場
等

　
試
験
日
、
試
験
会
場
等
に
つ

い
て
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先

に
気
軽
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

令
和
元
年
度

自
衛
官
募
集
案
内

ひ
ょ
う
た
ん
せ
ん
ぱ
い
を

あ
し
ら
っ
た
ウ
ェ
ア
が

完
成
し
ま
し
た
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平成が終わり、令和の新しい年を迎えた2019年ですが、今年も残すところあと2カ月となりました。

今年度の健康診断は、もう受けられましたか？まだお済みでない方は、お早めにお申し込み下さい。

詳しい内容や対象年齢、料金等につきましては、保健センターまでお問い合わせ下さい。

集団健診の日程

11月16日（土）

特定健診 胃がん 肺がん 大腸がん 子宮頸がん 乳がん

11月17日（日）

11月の申込み人数が
少なめとなっているので、

狙い目！

線崎外科胃腸科クリニック

中井・丸岡医院

なかたに医院

吉田診療所

岩田１９０３－３

朝来１３３８－３

朝来７８２－１

朝来６１６

４７－３３３３

４７－０１５０

４７－００７０

４７－０４６３

◯

◯

◯

◯

◯

　

◯

◯

◯

バ
リ
ウ
ム

カ
メ
ラ

胃

肺住　所 電話番号

…その日は実施していないがん検診項目となります。

今年の健康診断は今年のうちに！
～ 集団健診の申し込みはお早めに ～

今年の健康診断は今年のうちに！
～ 集団健診の申し込みはお早めに ～

　
９
月
よ
り
、
町
の
受
診
券
を

使
用
し
て
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

（
肺
が
ん
検
診
）、 

胃
カ
メ
ラ
検

診
（
胃
が
ん
検
診
）
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
医
療
機
関
が
増

え
ま
し
た
。
検
診
を
受
診
す
る

に
は
、
直
接
医
療
機
関
に
予
約

し
、
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

◆ 

自
己
負
担
金

　
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
円

　
胃
カ
メ
ラ
検
診

　
　
　
　
　
　
２
３
０
０
円

※
そ
の
他
検
診
以
外
に
医
師
が

必
要
と
判
断
し
検
査
等
を
行
っ

た
場
合
は
別
途
費
用
が
か
か
り

ま
す
。

◆ 
必
要
な
も
の

　
受
診
券

※
お
手
元
に
受
診
券
が
な
い
場

合
は
、
再
発
行
で
き
ま
す
の
で

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

◆ 

期
　
　
限

　
令
和
２
年
３
月
31
日

行
事
予
定
の

　　　　お
知
ら
せ 

令
和
元
年
11
月
１６
日

　　　　　　　　〜
12
月
１５
日

行事名    月　日（曜） 場　　所 対　　象

2歳児相談 11月２０日（水）

上富田町保健センター

平成29年5月6月生まれの方

3歳児健診 11月27日（水） 平成28年5月6月生まれの方

4カ月健診
12月4日（水）

令和元年8月生まれの方

10カ月健診 平成31年1月生まれの方

育児相談（２カ月）
12月5日（木）

令和元年10月生まれの方

育児相談（１歳） 平成30年11月生まれの方

子育て支援センター
相談会

12月6日（金）
10時～11時30分

はるかぜ保育所
未就園児と保護者

【お子さんの身体測定も行います】

1歳半健診 12月11日（水）
上富田町保健センター

平成30年4月5月生まれの方

離乳食教室 12月12日（木） 令和元年6月7月生まれの方

肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
、
胃

カ
メ
ラ
検
診
の
実
施
医
療

機
関
が
増
え
ま
し
た
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
介
護
・
福
祉
の
総
合

相
談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
は
電
話
や
窓
口
の

ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し
ま
す
。

費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
る
と
肺
炎
を
招
く
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
肺
炎
に
よ
る

死
亡
者
の
約
98
％
が
65
歳
以
上

で
す
。

　
ま
た
、
喘
息
や
糖
尿
病
な
ど

の
持
病
の
悪
化
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
冬
を
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
す
る
リ

ス
ク
を
減
ら
し
、
発
症
し
た
と

し
て
も
重
症
化
を
防
ぎ
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
し
て
か
ら
効
果

が
出
る
ま
で
約
２
週
間
～
４
週

間
か
か
る
の
で
、
流
行
期(

12

月
～
３
月)

前
に
早
め
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
流
行
シ
ー
ズ
ン
中
は

日
常
生
活
に
お
い
て
も
予
防
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
家
に
い
る

と
き
は
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る

よ
う
十
分
な
睡
眠
や
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
と
る
。
外
出
す

る
と
き
は
外
出
後
の
手
洗
い
を

し
っ
か
り
行
い
、
で
き
る
限
り

人
混
み
を
避
け
、
感
染
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　
認
知
症
、
介
護
の
事
に
つ
い
て

の
話
、
相
談
な
ど
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
８
日
（
金
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室

問 

住
民
生
活
課

　  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

４
７
‐
０
５
５
０

お子さんの 募集!!お子さんの 募集!!写 真

　子育てガイドブックにお子さんの写真を掲載しませんか。子育てガイドブックとは、妊娠期から学童期まで
の妊産婦さん・保護者の方に向けて町が提供する行政情報のほか、子育てに関するお役立ち情報を掲載して
いる本です。たくさんの応募お待ちしています。

対　象

必要事項

上富田町に在住している未就学児

① お子さんの下の名前
② 年齢（申込時点）
③ お子さんへのメッセージ
④ 保護者の名前
⑤ 電話番号

締　　切 令和元年12月10日（火）

応募方法

注意事項 ・必要事項①～③は掲載する予定ですが、スペースの都合で写真のみになる場合があります。
・原則写真１枚に一人の応募とします。
・掲載は免許証サイズ程度の顔のみとなる予定です。
・加工していない写真を送ってください。
・ガイドブックは、３年間窓口等で配布する他、町ホームページより電子書籍版でも閲覧する  
 ことができる予定です。
・令和２年３月発行予定

必要事項を記載し、写真を添付して、メールで保健センターへ申し込んでください。
　  hokenc@town.kamitonda.lg.jp

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター
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９
月
18
日
～
10
月
19
日
に

か
け
て
上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
に
、
上
富
田
町
体

育
協
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
協
会
加
盟
団
体
が
、
そ
れ

ぞ
れ
大
会
を
運
営
し
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
様
々
な
種
目
で
爽
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
各
競
技

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
卓
球         

参
加
人
数
97
名

【
ダ
ブ
ル
ス
】

　
優
勝
　
前
田
　
真
史

　
　
　
　
藤
江
　
康
輝

（
芝
田
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　
２
位
　
宮
本
　
　
大

　
　
　
　
井
谷
　
　
稜

（
き
の
く
に
プ
リ
ュ
ネ
）

　
３
位
　
柏
山
　
文
人

　
　
　
　
大
山
　
雄
佑

（
芝
田
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　
３
位
　
森
　
　
喜
寛

　
　
　
　
白
本
　
晟
也

（
吉
水
ク
ラ
ブ
）

【
一
部
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
優
勝
　
藤
江
　
康
輝

（
芝
田
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　
２
位
　
井
谷
　
　
稜

（
き
の
く
に
プ
リ
ュ
ネ
）

　
３
位
　
左
巴
　
福
大

（
エ
ン
ジ
ョ
イ
）

　
３
位
　
大
江
　
悠
暉

（
芝
田
卓
球
ク
ラ
ブ
）

【
二
部
シ
ン
グ
ル
ス
】 

　
優
勝
　
森
田
　
香
留

（
芝
田
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　
２
位
　
高
芝
　
成
一

（
エ
ン
ジ
ョ
イ
）

　
３
位
　
鳥
越
　
稚
侑

（
芝
田
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　
３
位
　
庄
司
　
直
樹

（
ワ
ー
カ
ー
ズ
）

【
敢
闘
賞
】

　
大
江
　
厚
子  

（
芝
田
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　
脇
村
　
睦
代
（
Ｓ
Ｄ
ク
ラ
ブ
）

　
西
本
　
雅
也  

（
す
さ
み
ク
ラ
ブ
）

　
後
藤
佳
津
子
（
新
庄
公
民
館
）

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

参
加
人
数
39
名

【
男
性
の
部
】

　
優
勝
　
國
本
　
高
義

（
昴
会
）
51
点

　
２
位
　
山
本
　
貢
平

（
川
辺
の
会
）
53
点

　
３
位
　
森
脇
　
繁

（
川
辺
の
会
）
54
点

【
女
性
の
部
】

　
優
勝
　
國
本
　
勝
子

（
昴
会
）
52
点

　
２
位
　
杉
谷
　
つ
み
子

（
は
い
た
っ
ち
）
58
点

　
３
位
　
三
栖
　
操
恵

（
昴
会
）
59
点

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル参

加
人
数
13
名

　
優
勝
　
朝
来
チ
ー
ム

　
２
位
　
く
ち
く
ま
の
チ
ー
ム

　
３
位
　
さ
く
ら
チ
ー
ム

　
４
位
　
お
か
チ
ー
ム

◇
柔
道 

　
　
　
参
加
人
数
26
名

【
小
学
生
寝
技
の
部
】

　
優
勝
　
芝
　
　
瑠
大

　
２
位
　
梅
本
　
剛
志

　
３
位
　
伊
藤
　
流
宙

　
３
位
　
中
山
　
蒼
太

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

　
優
勝
　
山
本
　
未
来

　
２
位
　
和
田
　
洸
希

　
３
位
　
岩
本
　
花

　
３
位
　
梅
田
　
堅
斗

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

　
優
勝
　
佐
多
　
千
紗
咲

　
２
位
　
田
中
　
慎
平

　
３
位
　
上
舎
　
史
昇

　
３
位
　
宮
地
　
杏

【
中
学
生
男
子
の
部
】

　
優
勝
　
木
本
　
翔
太

　
２
位
　
山
本
　
琉
斗

【
中
学
生
女
子
の
部
】

　
優
勝
　
西
原
　
明
里

　
２
位
　
山
下
　
光
葵

　
３
位
　
西
口
　
麗
亞

◇
空
手 
　
　
　
参
加
人
数
18
名

【
幼
児
・
小
学
１
・
２
年
の
部
】

　
優
勝
　
阪
本
　
皇
生

　
２
位
　
田
中
　
駿

　
３
位
　
築
山
　
蓮
希

　
３
位
　
山
本
　
冨
竜

【
小
学
３
・
４
年
の
部
】

　
優
勝
　
阪
本
　
希
力
玖

　
２
位
　
田
中
　
睦
己

　
３
位
　
松
本
　
そ
ら

　
３
位
　
南
　
　
玲
音

【
小
学
５
・
６
年
の
部
】

　
優
勝
　
坂
本
　
雄
飛

　
２
位
　
田
中
　
晴
渡

　
３
位
　
宮
野
　
尊
　

　
３
位
　
中
岡
　
彪
翔

◇
剣
道 

　
　
　
参
加
人
数
15
名

【
小
学
生
中
学
年
の
部
】

　
優
勝
　
相
馬
　
亜
清

（
朝
来
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　
２
位
　
谷
口
　
実
優

（
朝
来
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　
３
位
　
岡
﨑
　
悠
真

（
王
子
剣
道
ク
ラ
ブ
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

　
優
勝
　
下
畑
　
大
和

（
朝
来
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　
２
位
　
野
口
　
椎
央

（
朝
来
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　
３
位
　
小
畑
　
潤
弥

（
王
子
剣
道
ク
ラ
ブ
）

【
中
学
生
男
子
の
部
】

　
優
勝
　
小
原
　
凜
虎

　
２
位
　
小
淵
　
琥
珀

　
３
位
　
福
田
　
心

【
中
学
生
女
子
の
部
】

　
優
勝
　
大
江
　
愛
結

　
２
位
　
蔦
原
　
真
奈

　
３
位
　
稲
田
　
理
美

そ
の
他
交
流
試
合
開
催
団
体

◇
少
年
野
球

◇
少
年
サ
ッ
カ
ー

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
テ
ニ
ス

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

◇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
ま
た
、
10
月
13
日
の
総
合
開

会
式
の
席
上
、
体
育
協
会
ス

ポ
ー
ツ
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
平

成
30
年
度
中
に
各
ス
ポ
ー
ツ
分

野
で
活
躍
さ
れ
た
次
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・

順
不
同
）

〇
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
）

《
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
》

　
奥
井
　
眞
生
・
奥
井
　
真
吉

《
野
球
競
技
》

　
堀
　
み
ず
ほ
、
道
浦
　
菜
乃

《
ゴ
ル
フ
競
技
》　
赤
松
　
成
眞

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）

《
サ
ッ
カ
ー
競
技
》
堂
下
　
亜
美

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
》

出
　
　
瑞
果
　 

《
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
》

　
　
　
　
　
　
　
吉
見
　
明
人  

《
空
手
道
競
技
》

　
大
橋
　
愛
梨
・
宮
野
　
　
尊

《
体
操
競
技
》　
　
松
田
　
治
樹

《
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
》

　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
洋
人

《
陸
上
競
技
》

　
中
山
　
友
哉
、
久
保
　
翔
琉

《
少
林
寺
拳
法
競
技
》

　
小
嶋
　
輝
希
、
小
嶋
　
智
希

《
水
泳
競
技
》　
　
横
矢
　
七
海

〇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

《
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
》

　
　
　
　
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン
ズ

《
野
球
競
技
》

　
　
　
　
　
岩
田
シ
ャ
ー
ク
ス

《
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
》

上
富
田
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

〇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

《
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
》

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
　
榮

《
サ
ッ
カ
ー
競
技
》 

杉
田
　
篤
紀

「
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」

盛
大
に
開
催

第４３回
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思
い
や
り
と
は

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

行
動
す
る
こ
と

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

行
動
す
る
と

き
っ
と
そ
の
思
い
は

相
手
に
伝
わ
る

ケ
ン
カ
を
し
て
し
ま
っ
て
も

き
ち
ん
と
あ
や
ま
れ
ば

そ
の
思
い
は
き
っ
と

相
手
に
伝
わ
る

お
こ
る
と
き
は　

き
ち
ん
と

ほ
め
る
と
き
は　

じ
っ
く
り
と

姿
勢
よ
く
歩
き
続
け
て
韮
の
花

久
久
の
歩
を
ゆ
る
や
か
に
秋
の
風

貝
割
菜
摘
む
と
き
小
さ
き
声
を
聞
く

土
に
生
く
二
百
十
日
の
空
仰
ぎ

人
の
世
の
あ
る
が
ま
ま
な
る
韮
の
花

田
浦
　
陽
子

宮
本
　
　
操

松
本
武
千
代

宮
本
　
信
子

畠
山
須
美
子

（
投
稿
歓
迎
）

『
思
い
や
り
』

　
　

上
富
田
中
学
校　

１
年　

環　

茉
南
花

「人文字で仲間づくり」 上富田中学校学  校  紹  介学  校  紹  介

　これは、今から８年前の２０１１年、全校生徒４５８

名と教師で体育祭の時につくった人文字の写真です。

　２０１１年は、未曾有の大震災が東北地方を襲い、

当地方でも大水害が起こり、家族や仲間など身近で

かけがえのない人との絆をあらためて知らされた年で

ありました。

　その年の前期生徒会役員は、上富田中学校 458 人

の生徒全員と教師で絆を結び、強い絆で結ばれたみ

んなで日本一の上富田中学校を目指そうとの思いから

『絆プロジェクト』を立ち上げました。その取り組みの

一つとして、体育祭の最後に全校生徒で人文字をつく

ることを企画したのです。

　当時の生徒総会の記録を見ると、「すごく楽しそう。

盛り上げて日本一の上中にしたい」「写真にとると、こ

れからずっと上中に残っていくのでいい。」「みんなが心

を一つにして、協力すればできる。」「人数が多いのは

上中のいいところだから、盛り上がると思うし、記念に

もなるのでいいと思う。」などの意見が出されていまし

た。生徒会役員の提案を前向きに捉え、全校で一致し

て取り組んでいくことを決めたことがわかります。

　それから後、この思いは後輩たちに受けつがれ、体

育祭には、毎年、人文字をつくり仲間づくりを深めて

います。

　人文字の文字は、アンケートをとってみんなの意見

をくみ上げて決定します。創立５０周年の年には、『上

中 50ｔｈ』、リオデジャネイロオリンピックの年には、

『上輪ピック』と称してそのイメージキャラクターを、

今年度は、『令和』の人文字をつくりました。

　本校は、創立当初から「仲間づくり」を教育目標の

中心に掲げ、取り組んできた歴史があります。これか

らも、「仲間づくり日本一」の上富田中学校を目指し、

生徒と教師が

一体となって

取り組んで参

りたいと思い

ます。
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岩田公民館

公民館からのお知らせ

　　

開 催 日　11月18日（土）

会　　場　上富田文化会館

対 象 者　各地域句会会員、一般町民、近隣俳句愛好者

投句受付　11時30分～12時

投 句 数　一人５句（兼題句２句、自由句３句）

兼　　題　八上王子、稲葉根王子

参 加 費　５００円

選　　者　関木瓜先生、松本武千代先生

　 選 　　特選２句、入選１０句、佳作３０句

主　　催　上富田町中央公民館

　　　　　上富田町文化協会文芸部・各地域句会

後　　援　上富田町・上富田町教育委員会

古道歩きのご案内

問・申込 市ノ瀬公民館（月・水・金）　☎　４８-０３６６

市ノ瀬公民館

日 　時

集 　合

帰 　着

定 　員

参加費

その他

行き先

12月8日(日)

午前8時　岩田公民館前

※岩田公民館の駐車場をご利用ください

午後5時頃

20名（先着順） 

500円　(当日集金)

弁当と飲み物等をご持参ください。

雨天中止の時は連絡します。

大雲取越（地蔵茶屋跡付近から熊野那

智大社までの区間）約6.3kmで所要時間

は約４時間

第５１回　盆栽展、寒蘭展

日 時

場 所

◆

◆

11月17日（日）午前8時30分～午後4時

市ノ瀬農村環境改善センター

「古道歩き」鹿ヶ瀬峠（東の馬留王子～沓掛王子）

日　　時

　　　　　

参加費

定 員

その他   

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

12月15日（日）午前9時（市ノ瀬公民館

発、下鮎川元郵便局前経由）

500円（当日集金）

20名（先着順）

　　　11月18日（月）から

弁当・補助食・飲み物・ゴミ袋・履きなれ

た靴・帽子・雨具等を持参ください。

小雨決行。帰りのコースはバスを回送し

ます。

問岩田公民館　☎　４７‐２０２０

申込方法・期間

下記へ直接電話にてお申し込みください。

岩田・岡在住の方　11月13日(水)～12月4日(水) 

町内の方 　　　　　　　 11月20日(水)～12月4日(水)

申し込み開始日

図書館にあるよ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

『いのちのはな』

のぶみ/さく KADOKAWA

今月のベストテン

　おかあさんからチューリップのきゅうこんを

もらったかんたろう。

　でも、つぎの日からかんたろうはびょうきに

なってしまい、チューリップのプーは水をもら

えなくなってしまいました。

　プーは、きれいな花をさかせることができ

るのでしょうか。

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

一切なりゆき　　　　　　　　

大家さんと僕　これから　　　

70歳のたしなみ　　　　　　　

もっとざんねんないきもの事典

落日　　　　　　　　　　　　

むらさきのスカートの女　　　

ノーサイド・ゲーム　　　　　

樹木希林120の遺言　　　　　

罪の轍　　　　　　　　　　　

希望の糸　　　　　　　　　　

樹木　希林　

矢部　太郎　

坂東　眞理子

今泉　忠明　

湊　かなえ　

今村　夏子　

池井戸　潤　

樹木　希林　

奥田　英朗　

東野　圭吾　

文藝春秋

新潮社

小学館

高橋書店

角川春樹事務所

朝日新聞出版

ダイヤモンド社

宝島社

新潮社

講談社

今年は、紀伊路鹿ヶ瀬峠の約５kmのコースを歩きます。

地域社会体験研修のた

めに図書館へ来てくだ

さった、小学校の先生の

おすすめの本です。
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開 催 日　11月18日（土）

会　　場　上富田文化会館

対 象 者　各地域句会会員、一般町民、近隣俳句愛好者

投句受付　11時30分～12時

投 句 数　一人５句（兼題句２句、自由句３句）

兼　　題　八上王子、稲葉根王子

参 加 費　５００円

選　　者　関木瓜先生、松本武千代先生

　 選 　　特選２句、入選１０句、佳作３０句

主　　催　上富田町中央公民館

　　　　　上富田町文化協会文芸部・各地域句会

後　　援　上富田町・上富田町教育委員会

令和元年度スポーツ振興くじ（toto）
助成金に係る助成事業の報告

令和元年度スポーツ振興くじ（toto）
助成金に係る助成事業の報告

令和元年度スポーツ振興くじ（toto）
助成金に係る助成事業の報告

　今年度、独立行政法人日本ス

ポーツ振興センターのスポーツ振

興くじ助成事業を受け、上富田ス

ポーツセンター屋内イベント広場の防球ネット・

夜間照明改修事業及び上富田

スポーツサロン内にトレッドミ

ル、ケーブルクロスオーバーの

設置事業を行いました。

　この事業で改修された、屋内イベント広場やス

ポーツサロンは、今後、地域の皆様に有意義に活

用され、健康増進や競技力の向上など更なる発展

の一助となる

ことが期待さ

れます。

　柳岡克子氏をお招きし、第２回まちづくり講座

を開催します。柳岡氏は、人権講演講師「車いす

の元気配達人」として、持ち前の行動力で、何事

にもチャレンジ精神で向き合うことの大切さにつ

いてお話をしていただきます。

　多くの皆様のご来場をお待

ちしています。

【柳岡克子氏による講演】

〇日時

　11月28日(木）

　　　午後７時30分から午後８時45分

〇演題

　「生きている喜び」～チャレンジは果てしなく～

〇会場

　上富田文化会館　2階小ホール

　上富田町にも多くの文化財があります。国指定文化財としては、熊野参詣道中辺路の「八上王

子跡」、「稲葉根王子跡」、『南方曼陀羅の風景地』として「八上神社」、「田中神社」があります。

八上王子跡、稲葉根王子跡は、世界遺産にもなっています。

　みんなで文化財を大切にしましょう。

11月の第1週は『文化財保護強調週間』です！11月の第1週は『文化財保護強調週間』です！

南紀おやじバンドコンテスト
グランプリ・ステージ

問教育委員会　☎　４７‐５９３０

問教育委員会　☎　４７‐５９３０

第１３回

スペシャルゲスト
チャーリー・コーセイ

入場無料（要整理券）
上富田文化会館で配布中
入場無料（要整理券）
上富田文化会館で配布中

ついに今回で閉幕！ フィナーレを飾るのは誰だ！？

日　時：１２月１日（日）　午後１時３０分から

場　所：上富田文化会館　文化ホール

問南紀おやじバンドコンテスト実行委員会事務局

　　（教育委員会内）☎47-5930

まちづくり講座のご案内第２回

やなおかよしこ
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  秋の京都へ史跡めぐり
生馬公民館

絶好の行楽日和に恵まれた10月6日、史跡めぐりで上

賀茂神社（賀
かもわけいかずちじんじゃ

茂別雷神社）と鞍馬寺を訪ねました。今

年は参加募集開始早々に多くの申込みがあり、当日は公

民館スタッフを含め34名で秋の京都を観光しました。

葵祭（賀茂祭）で有名な上賀茂神社は本殿と権
ごんでん

殿が

国宝で、神社本殿の一形式である流
ながれづくり

造（切妻造平入

りの屋根に反りを付し、その前流れを長くして向拝とし

たもの）、正面両脇間の板壁には獅子、狛犬が描かれ

ていました。盛り塩の由来となったともいわれる立て砂

（清めのために円錐形に高く盛った砂）も目にすること

ができました。

昼食と買

い物を済ま

せ、叡山電

車で鞍馬駅

へ。途中で

モミジのト

ンネルを通

過しました

が、紅葉に

は時期尚早で残念でした。鞍馬駅では大きな天狗の像

が出迎えてくれました。

荘厳な仁王門を通り抜け、山門駅からケーブルカーに

乗車 。車窓

からは多く

の倒木が確

認 で き、昨

年の台風に

よる災害の

様子を目の

当たりにしま

した。

下車後、多宝塔、天法輪堂を参拝し、参道の急な石段

を登り、本殿金堂へ。本殿金堂前の金剛床は宇宙のエ

ネルギーを感じることができるパワースポットとして人

気で、多くの参拝者が金剛床に立ちパワーをいただいて

いました。境内からは遠くに比叡の山並みも望め、素晴

らしい展望が開けていました。               

少年期の源義経（牛若丸）が天狗とともに修行したと

伝えられる鞍馬の地には悲劇の英雄義経にまつわる伝

説や遺跡が残されています。帰路のバスで源義経関連

10問クイズを行い、成績上位3名に上羽館長からの景品

が贈られました。

クイズ大会も今年で3回目となりましたが「来年の史

跡めぐりの行き先が決まれば、前もって勉強してから参

加します」との学習意欲満々の参加者からの声がありま

した。

ロビー展紹介
上富田町文化協会

　10月6日、文化協

会芸能部会員によ

る第22回芸能フェ

スティバルを開催

しました。

　フェスティバル

は、舞踊サークル、ダンスサークル等11団体と個人会員

8名の総勢124名の方々が出演しました。

　かわいい児童のダンスや魅力的なフラメンコ、日舞の

艶やかな舞に、大勢の参観者から惜しみない拍手が送

られていました。

　芸能部としては、年１回のフェスティバルですが、会

員自ら生涯学習の推進を図るとともに文化振興に熱心

に取り組んでいます。

　１０月より、市ノ瀬地区における龍松山城跡発掘調査

での出土品をロビーに展示しています。

　この城は、中世に当地方で活躍した室町幕府の奉公

衆山本氏の拠点城でしたが、天正１３年(1585年)に羽

柴秀吉の紀州攻めにより陥落した城館です。

　今回、発掘された貴重な品々を１１月末まで展示して

いますのでこの機会にご覧ください。

展示期間　令和元年11月29日（金）まで

　　　　　平日の午前8時30分～午後5時15分

展示場所　上富田文化会館　１階ロビー

芸能フェスティバル開催される

鞍馬寺仁王門にて

上賀茂神社にて

上富田町文化協会
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  比叡山と将軍塚を訪ねて
朝来公民館

　台風19号が

去ったあくる10

月13日、史跡め

ぐりで比叡山延

暦寺と京都東山

の将軍塚を訪ね

ました。

　参加者は40

名。朝７時に文

化会館を出発しました。数日前、ＮＨＫの「ブラタモ

リ」で２週にわたって比叡山が紹介されたとのことで、

バスの中でも話題になっていました。

　比叡山に到着したのは11時ちょうど。山の上は少し

寒く空気は澄んでいて落ち着いた雰囲気でした。

　現地のガイドさんに案内され、国宝、根本中堂へ。こ

の建物は３年前から修復中で完成まであと７年もかか

るとの説明。信長の比叡山焼き討ちのあと徳川家光が

再建してから約380年になるとのことでした。

　改修中にもかかわらず堂内へ入ることができ、普段

は目にすることのできない大きな足場や骨組、むき出

しの屋根などを見学することができました。　　　　

　延暦寺にて昼食後、京都東山へ。山頂にある将軍塚

は桓武天皇が都を護るため征夷大将軍 坂上田村麻呂

の像を埋めたところから名付けられたとか。当日は観光

客もまばらで、将軍塚と言われないとわからないぐらい

ひっそりとしていました。

　また、そのとなりにある青龍殿は平成26年に北野天

満宮前からこちらに移築されたもので、中には国宝の

「青不動明王」が安置されているそうです。

　私たちはそのレプリカしか見ることができませんでし

たが、それでもなかなかの迫力でした。

　移築と同時に新設された舞台は、有名な清水寺のそ

れの4.6倍もの広さがあるとのことでした。

　台風の余波か、ときおり強い風が吹いていましたが、そ

こからは京都市内が一望でき「あれが御所」「平安神宮

は？」などと、史跡や建物などを確認しあっていました。

　特に夜景はすばらしく最近は若い男女に人気だと

か。残念ながら出

発の時間が近づ

き、私たちは夜を

待たず京都を後

にしました。

連載も最後になりました。「季節のイベント防災カレ

ンダー」から終わりの言葉をお届けします。

コドモってすごいチカラを持っています。力持ちじゃ

ないチカラを。

子どものためなら面倒くさくても家具を固定しようと

思いませんか？子どもにはひもじい思いをさせたくな

いから食べ物を備えておこうと思いませんか？子どもに

悲しい顔を

見せたくな

いから笑顔

でいようと

思いません

か？

大 人 が

守ってやら

な け れ ば

と思っている子どもは、実は大人も守ってくれているん

です。「寒い」「トイレがない」「家がつぶれた」そんな

時、大人だって辛い。

もし、子どもが「大丈夫だよ、お父さん、これでこうす

れば温かいよ」「大丈夫だよ、お母さん、こうすればトイ

レができるんだよ」「大丈夫だよ！段ボールで寝たこと

だってあるんだから、どんなところでも寝られるよ」と

言ってくれたなら、どんなにほっとすることでしょう。そ

して頼もしく見えることでしょう。そんな、たくましい子

ども達を育てたいと思います。

防災士になってすぐの頃、地震の夢を見ました。子ど

も達を守りたいと思って勉強したのに、準備したのに、子

どもと一緒に私も家の下敷きになってしまう夢でした。

昨年2回目の地震の夢を見ました。自分も助かり、他

の人を助ける夢でした。次は現実かもしれません。

私一人が100歩防災に取り組むより、100人の皆さんが

1歩ずつ防災に取り組んで下さった方が大きなチカラに

なります。みんなで助かるためにできること。それを一

緒に考えていきましょう。

上富田町朝来という小さな町の「防災」が、日本中に

広がったらいいなと思います。そして、各地域で行われ

ている特色のある「季節のイベント」と混ざり合い、色

鮮やかな「季節のイベント防災」がこれからもずっと楽

しく続いていきますように…。

最後に「上富田ふれあいルームのみんな（子ども＆大

人）」本当にありがとう。

幾
いくしま

島　浩
ひ ろ え

恵

「コドモのチカラ」 その３

〈生きがいを求めて　〉183

延暦寺にて

仲間と一緒に

青龍殿大舞台にて
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職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
11
月
14
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎
２
６
‐
７
９
４
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
11
月
19
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

　
11
月
29
日
（
金
）
ま
で
！

　
平
成
31
年
度
住
民
税
非
課
税

者
の
方
に
お
送
り
し
て
い
る

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入

引
換
券
交
付
申
請
書
」
に
つ
い

て
、11
月
29
日
（
金
）
を
も
っ
て
、

申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

　
ま
だ
申
込
書
を
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
早
急
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

　
ま
た
、
申
込
書
を
紛
失
等
さ

れ
た
方
で
再
発
行
を
希
望
さ
れ

る
方
も
早
急
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

問 

住
民
生
活
課
生
活
グ
ル
ー
プ

（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
受
付
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３
　
　

　
　
ま
た
は
　
　
　
　
　
　

４
７
‐
０
５
５
０
ま
で

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民

一
人
一
人
が
、〝
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
〟
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と
し
て
、

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
を

「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年

金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未

来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.

nenkin.g
o.jp/index.htm

l
）

で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

田
辺
年
金
事
務
所

☎ 

２
４
‐
０
４
３
５

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方
、

雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
11
月
10
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ
と
」

に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
11
月
21
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 
西
牟
婁
振
興
局総

務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

　
年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は
、

予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
予
約
い
た
だ
く
と
、

①
お
客
様
の
都
合
に
あ
わ
せ
て
、

　
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

②
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ

　
フ
が
事
前
に
準
備
の
う
え
、

　
対
応
し
ま
す
。

予
約
相
談
の
申
し
込
み
は
、

予
約
受
付
専
用
電
話
番
号

０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０

受
付
時
間

　
月
～
金
（
平
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
５
時
15
分

田
辺
年
金
事
務
所
で
も
受
付
し

て
い
ま
す
。

田
辺
年
金
事
務
所
電
話
番
号

０
７
３
９
‐
２
４
‐
０
４
３
２

○
予
約
希
望
日
の
１
カ
月
前
か

ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

○
ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年

金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
引
換
券
の
交
付
申
請
の

締
め
切
り
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

年
金
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ

い
い
　
　
　
　 

み
ら
い

１１
月
３０
日
は

「
年
金
の
日
」

１１
月
３０
日
は

「
年
金
の
日
」
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３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
予

防
し
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
事
業
所
へ
の
立
入
検
査

②
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
診
断

　（
70
歳
以
上
の
方
の
み
が
お

　
住
ま
い
の
世
帯
が
対
象
で
す
。）

　
今
回
の
実
施
地
区

　
朝
来
地
区
（
下
内
代
、
金
屋
、

　
六
中
、
六
前
、
丹
田
台
、
愛
和
）

●
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
は
・
・
・

　
幼
児
に
対
し
て
、
正
し
い
火

の
取
り
扱
い
を
教
育
し
、
火
遊

び
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
消

防
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

結
成
日
時

　
令
和
元
年
11
日
14
日
（
木
）

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
５
期
）

◆
納
期
限
　

　
12
月
2
日
（
月
）

※
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞

金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ

（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
9
月
分
）

●
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
の
判
断

に
迷
っ
た
と
き
は････

　
局
番
な
し
の
「
♯
７
１
１
９
」
番
へ

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
携
帯
電
話
の
一
部
で

つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　
田
辺
市
消
防
本
部

　
２
２
‐
０
１
１
９
番
へ

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

生
　
馬

市
ノ
瀬

朝
　
来

生
　
馬

　
岡

岩
　
田

朝
　
来

朝
　
来

下
鮎
川

朝
　
来

福
井
　
栄
吉

三
栖
　
彦
子

小
山
　
榮
子

山
本
　
幸
代

内
川
清
三
郎

大
江
サ
ワ
ヱ

藪
内
　
房
子

工
藤
　
光
夫

田
上
　
葊
藏

楠
本
　
康
之

91
歳

84
歳

84
歳

79
歳

94
歳

98
歳

81
歳

91
歳

81
歳

84
歳

（
一
樹
・
優
）    

（
敬
祐
・
知
可
） 

（
佳
史
・
知
世
） 

（
舜
規
・
紗
恵
） 

（
裕
貴
・
愛
）　 

（
太
陽
・
由
紀
） 

（
真
一
・
亜
梨
沙
） 

（
浩
嗣
・
光
）  

（
渉
・
槙
子
）  

（
憲
二
・
真
美
） 

上
富
田
町

上
富
田
町

朝

来

朝

来

朝

来

上
富
田
町

岩

田

南
紀
の
台

南
紀
の
台

南
紀
の
台

刀と
ね根

　
康こ
う
が牙

稗ひ
え
だ田

　
　
翔
か
け
る

野の
だ田

　
咲わ
こ心

田た
な
か中

　
紗さ
き姫

丹た
ん
ご後

　
　
湊
み
な
と

久く
ど
う道

　
結ゆ
づ
き月

嶋し
ま

　
穂ほ

の

か
乃
花

新し
ん
た
に谷

　
　
詩う
た

三み
た
に谷

　
桂け
い
こ子

武た
け
だ田

　
涼
り
ょ
う
す
け佑

坂
本
　
興
平
　
上
富
田
町

前
田
　
有
沙
　
上
富
田
町 

｛

　　　　　　　　     10 月 1 日現在
　　　　　　                   （前月差）

人　口	    15,554
	 　　  男　7,444
	 　　  女　8,110

世帯数　　  7,149

町の人口と世帯数

（+  7）
（+  2）
（+  5）
（+  6）

今
月
の
納
税

秋

の

火

災

予

防

運

動

全
国
統
一
標
語
『
ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！
で
確
認
　
火
の
用
心
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１１
月
９
日
（
土
）
～
１５
日
（
金
）

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
火
災

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

火
災
予
防
運
動
の
主
な
行
事

▽
市
ノ
瀬
　
木
村
　
実
さ
ま
よ

り
亡
父
の
満
中
陰
の
志
と
し

て
金
一
封
。

▽
岩
　
田
　
冨
貴
ヒ
ロ
子
さ
ま

よ
り
金
一
封
。

▽
兵
庫
県
西
宮
市
　
杉
谷
真
弓

さ
ま
よ
り
金
一
封
。

▽
朝
　
来
　
上
村
不
老
会
さ
ま

よ
り
清
拭
布
。

▽
岩
　
田
　
藤
川
健
一
さ
ま
よ

り
紙
お
む
つ
。

　
以
上
、
９
月
１
日
～
30
日
ま

で
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼

「
な
の
は
な
保
育
所
」
に

 

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

 

結
成
さ
れ
ま
す
！
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人権啓発
映 画 会

11月14日（木）
上富田文化会館
文化ホール

入場無料
（整理券不要）

●開場：18時30分
●上映：19時00分～

令和元年
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◆主催：上富田町人権推進委員会、上富田町中央公民館
◆お問い合わせ：上富田町役場 総務政策課 まちづくりグループ

☎0739（34）2370


